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第
三
節
長
崎
司
薬
場
の
設
置
　
明
治
七
年
三
月
二
十
七
日
、
丈
部
省
達
、
第
十
一
号
に
よ
り
東
京
目
本
橋
馬
喰
町
に
東
京
司
薬
場
が
創
設
さ
れ
、
永
松
東
海
を
場
長
と
し
、
ド
イ
ツ
人
マ
ル
チ
ン
0
8
お
寓
貰
一
冒
を
監
督
と
し
、
八
月
、
下
谷
の
医
学
校
内
に
移
っ
た
。
以
後
、
薬
事
行
政
も
順
調
に
逢
み
、
同
年
九
月
十
九
日
、
毒
薬
取
締
規
則
が
公
布
さ
れ
、
東
京
・
京
都
・
大
阪
の
三
府
に
施
行
さ
れ
た
。
司
薬
場
の
任
務
は
、
九
月
み
布
達
に
よ
る
と
、
　
「
薬
品
の
真
贋
純
雑
を
鑑
識
し
能
は
ざ
る
春
は
司
薬
場
に
請
求
す
べ
し
費
用
を
要
せ
ず
し
て
鑑
定
し
与
ふ
べ
し
」
と
云
う
に
あ
っ
た
が
、
同
月
、
製
薬
学
科
本
科
が
東
京
医
学
校
に
開
講
さ
れ
、
十
一
月
に
は
司
薬
場
監
督
マ
ル
チ
ン
が
薬
学
科
教
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
十
二
月
二
十
五
日
、
キ
ニ
ー
ネ
、
ヨ
ー
ド
カ
リ
の
贋
悪
品
の
販
売
貯
蔵
を
禁
じ
、
犯
し
た
も
の
は
五
十
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
同
月
二
十
八
日
、
文
部
省
は
売
薬
の
有
害
な
方
剤
を
禁
止
し
、
無
害
な
方
剤
は
無
効
の
も
の
も
し
ば
ら
く
発
売
を
禁
ぜ
ず
、
売
薬
免
状
は
そ
の
有
効
を
　
　
　
第
四
章
　
長
崎
医
学
の
復
興
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
と
発
表
し
た
。
　
明
治
八
年
一
月
二
十
三
目
、
キ
ニ
ー
ネ
、
ヨ
ー
ド
カ
リ
ニ
品
の
真
贋
純
雑
を
鑑
別
し
得
な
い
も
の
に
は
司
薬
場
で
無
料
で
試
験
す
る
旨
を
布
達
さ
れ
た
が
、
二
月
十
五
日
に
至
り
、
明
治
四
年
に
設
立
さ
れ
た
京
都
府
立
舎
密
局
を
政
府
に
移
管
し
て
京
都
司
薬
場
が
開
設
さ
れ
、
ゲ
ー
ル
ツ
が
そ
の
監
督
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
三
月
二
十
四
日
、
大
阪
に
司
薬
場
が
設
け
ら
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
入
ド
ワ
ル
ス
甲
≦
・
U
妻
巽
ω
が
監
督
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
薬
舗
伝
習
生
の
養
成
、
飲
料
水
の
試
験
、
薬
品
分
析
、
鉱
泉
分
析
等
が
行
わ
れ
て
い
た
。
四
月
二
十
九
日
、
三
司
薬
場
通
用
の
検
査
済
印
紙
を
制
定
し
、
京
都
府
で
は
第
一
回
薬
舗
試
験
を
行
い
、
大
阪
司
薬
場
で
は
薬
学
講
習
会
を
開
い
た
。
こ
の
よ
う
に
司
薬
場
は
次
第
に
薬
事
行
政
の
府
と
な
っ
て
行
っ
た
が
、
十
月
二
十
五
目
、
司
薬
場
心
得
及
び
ヨ
ー
ド
カ
リ
、
キ
ニ
ー
ネ
（
硫
酸
キ
ニ
ー
ネ
．
塩
酸
キ
ニ
ー
ネ
）
の
二
品
に
つ
い
て
日
本
薬
局
方
試
験
法
を
定
め
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第
三
節
　
長
崎
司
薬
場
の
設
置
た
。
十
二
月
二
十
八
日
、
医
制
の
う
ち
、
薬
舗
開
業
試
験
を
施
行
し
、
従
来
、
開
業
し
て
い
る
薬
舗
主
に
は
無
試
験
で
薬
舗
仮
免
状
（
後
の
薬
種
商
）
を
与
え
、
新
た
に
開
業
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
は
試
験
の
上
、
薬
舗
開
業
免
状
（
後
の
薬
剤
師
）
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
。
　
明
治
九
年
三
月
十
九
日
、
前
々
年
に
布
達
し
た
ヨ
ー
ド
カ
リ
、
キ
ニ
ー
ネ
の
二
品
の
取
締
に
更
に
ス
ト
リ
キ
ニ
ー
ネ
等
、
二
十
品
を
追
加
し
た
。
五
月
八
日
、
製
薬
免
許
手
続
を
公
布
し
て
製
薬
奨
励
を
行
い
、
製
薬
者
に
免
許
鑑
札
を
与
え
、
官
許
の
文
字
を
つ
け
た
製
品
を
売
買
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
で
、
．
八
月
十
二
日
、
．
吋
務
省
達
、
甲
第
三
十
二
号
に
よ
り
、
京
都
司
薬
場
が
廃
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
輸
入
港
横
浜
及
び
長
崎
に
司
薬
場
が
設
け
ら
れ
、
京
都
司
薬
場
監
督
ゲ
ー
ル
ツ
を
横
浜
司
薬
場
監
督
に
、
オ
ラ
ン
ダ
人
エ
イ
キ
マ
ン
冒
富
彗
国
お
α
雪
涛
田
祷
巳
四
昌
を
長
崎
司
薬
場
の
監
督
に
任
じ
た
。
　
長
崎
病
院
の
一
部
に
開
設
さ
れ
た
司
薬
場
は
後
に
長
崎
新
橋
町
に
お
い
て
薬
事
行
政
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
エ
イ
キ
マ
ン
は
後
年
、
日
本
薬
局
法
の
整
備
に
協
力
し
た
人
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
長
崎
港
に
輸
入
さ
れ
る
医
薬
品
が
漸
次
減
少
七
た
の
で
、
明
治
十
四
年
七
月
二
十
二
日
、
内
務
省
達
、
甲
第
六
号
に
よ
っ
て
、
長
崎
司
薬
場
を
廃
し
、
そ
の
人
員
と
予
算
を
大
阪
そ
の
他
の
司
薬
場
に
移
し
た
。
然
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
こ
の
種
の
薬
事
行
政
は
県
の
関
与
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
県
立
衛
生
試
験
所
の
業
務
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
■
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